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論文審査の要旨 

歯は人体で最も硬い器官であり，物理的・化学的な影響を最も受けにくい．しかし，経年的に

咬耗が進行し，歯髄腔の容積は減少していくことが広く知られている．そのため，咬耗の程度（咬

耗度）と年齢，および歯髄腔容積と年齢には高い相関があるとされ，以前から咬耗度からの年齢

推定や CT撮影による歯髄腔形態や容積からの年齢推定が研究され，咬耗を有した歯の年齢推定に

は「天野の分類」が広く利用されている．咬耗度と歯髄腔容積から実際に年齢を推定することが

できれば身元不明遺体の身元確認においてきわめて有用な情報が得られる．しかし，咬耗度や歯

髄腔容積と実年齢との相関を正確に調査するためには，さまざまな年齢の未処置抜去歯を多数集

めて精密に測定しなければならないが，未処置歯を抜歯する機会は重度の歯周病患者の場合など

に限られるので実際に調査することは不可能である．  

そこで本研究では，被験者の下顎切歯の咬耗度を計測して年齢との相関性を調査した．さらに，

ほぼ同じ咬耗度を呈する抜去歯の歯髄腔容積をマイクロ CTで測定して，咬耗度率と歯髄腔容積率

との相関性を解析し，下顎切歯の咬耗度および歯髄腔容積から年齢推定が可能かどうかを検討し

ている． 

年齢が既知の歯の咬耗度の調査は，本研究内容を説明して同意を得た朝日大学医科歯科医療セ

ンターに来院した 30歳以上の患者および教職員の左右側下顎中切歯・側切歯を，歯髄腔の容積率

の測定には，朝日大学口腔解剖学分野所蔵の年齢不詳のヒト抜去歯（下顎前歯）を使用した．実

験方法についての詳細は，学位論文内容の要旨の通りである．   

その結果，下顎切歯４歯の咬耗度率と実年齢，抜去歯の咬耗度率と容積率に明らかな相関関係

は認められなかった．次に，下顎切歯４歯の咬耗度率と実年齢の性差は男性では下顎左側側切歯

を除いて多少の相関が認められたが，女性では相関関係は認められなかった．また，下顎中切歯

の咬耗度と実年齢では，すべての年齢段階において、咬耗度率の分布範囲は広くなった．下顎切

歯歯種間の差，左右差および性差をｔ検定を行った結果，中切歯と側切歯で咬耗度に差があり，

同じ歯種同士で左右差はなかった．また，下顎左側中切歯を除いて男女の同じ歯種で差があった． 

今回の研究結果から，現代の日本人では加齢にともなう咬耗の進行に著しい個人差や性差があ

り，年齢との相関性が著しく低下していることが判明した．今後，より精密に咬耗度を測定する

ことが可能になったとしても，「天野の分類」を含めて，歯の咬耗度から年齢を推定することは不

可能であった．また，今回の研究では，実年齢が判明している歯を使って歯髄腔容積と実年齢と

の相関性を調べてはいないが，抜去歯を用いた咬耗度率と容積率との相関性を解析した結果から 
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は，歯髄腔容積から年齢を推定することも不可能であることが判明した． 

 以上より，本論文は，約 70年前に発表された下顎切歯の咬耗度から年齢推定が可能とされた「天

野の分類」を否定する内容であるものの，現在の食文化の変化や，日本人の平均寿命および歯の寿

命の延伸などにより，咬耗の進行には著しい個人差があることを証明したものである．よって審査

委員は，本論文を博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した． 


